
平成 23 年 7 月 7 日 

 

 

                第 12 回自治行政情報懇話会 開催 

 

地理空間情報活用基本法が制定され 科学・通信・インフラ・衛星などの技術的飛躍のもと、空間管理をも

含めた一元的なデータの共有と活用の時代にはいりました。先般の東日本大震災では防災・減災など地域と

ともに推進する必要性がいっそう深く再認識されました。個人の情報やその他の安全活動など地域地縁の協

力が不可欠です。今後、新たな公共を見据え、自治体におけるデータ活用推進の調整・自治体間の連携・

地域コミュニティの対話や住民参加のツールなど地域の民間事業者との協働など多面的な課題を議論したく

思います。 

このような背景に鑑み自治行政における地理空間情報活用推進に係る課題共有と横断的な意見交換の

場を提供し、国・自治体間の協働や地域連携・協力が円滑に行われることを目標に人材育成の懇話会を

定期開催しています。                                            川添 

■日時 

平成２３年７月２７日（水）１５：００～１７：００（受付１４:３０～） 

■場所 

大阪駅前第２ビル４階「大学コンソーシアム大阪」会議室 ルーム E 

http://www.consortium-osaka.gr.jp/room/floor-map.html 

 

■プログラム（司会進行：ＧＩＳ総研川添） 

１：「政府における GIS 施策の展望と次期地理空間情報活用推進基本計画について」20 分 

国土交通省国土政策局国土情報課 神山課長（藤原推進官） 

 意見交換 

2：「NPO と行政を繋ぐ協働のあり方」20 分 

大阪市立大学教授 柏木 宏 

意見交換 

 

3：被災地を訪れて・・・10 分          尼崎市道路課   松島  

 

4：国土基盤情報地図の活用例 ５分      GIS 総研     川添 

    閉会 17:00 

 


